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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
郵
政
民
営
化
法
の
評
価
と
課
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
現
行
法
の
評
価
す
べ
き
点
」
と
し
て
は
、
経
営
の
自
由
度
の
拡
大
に
よ
る
新
規
事
業
へ
の
進
出
や
提
供
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
他
の
民
間
企
業
と
同
様
に
法
人
税
等
を
納
税
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
民
間
的

な
経
営
手
法
の
採
用
や
分
社
化
に
よ
る
各
業
務
の
収
支
状
況
の
明
確
化
に
よ
り
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
経
営
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
現
行
法
の
課
題
と
す
べ
き
点
」
と
し
て
は
、
五
分
社
化
に
よ
り
、
要
員
の
重
複
配
置
に
よ
る
費
用
の
増
加
等

の
経
営
上
の
損
失
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
が
縦
割
り
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
利
用
者
の
利
便
性
の
低
下
が
生
じ
て
い
る
こ
と

、
郵
政
民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
郵
政
株
式
会
社
が
保
有
す
る

郵
便
貯
金
銀
行
及
び
郵
便
保
険
会
社
の
株
式
の
全
部
が
処
分
さ
れ
た
後
に
、
郵
便
貯
金
銀
行
及
び
郵
便
保
険
会
社
が
現
在
提

供
し
て
い
る
基
本
的
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
過
疎
地
を
含
め
あ
ま
ね
く
全
国
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
制
度
的
担
保
が
な
い
こ
と
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

一



三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
株
式
配
当
金
」
の
総
額
は
千
百
五
億
二
千
七
百
五
十
万
円
で
あ
り
、
各
事
業
年
度
ご
と
の
額
は
、
平
成
二
十

年
度
が
八
十
五
億
二
千
万
円
、
平
成
二
十
一
年
度
が
二
百
七
十
二
億
五
千
六
百
五
十
万
円
、
平
成
二
十
二
年
度
が
三
百
六
十

三
億
四
千
六
百
五
十
万
円
、
平
成
二
十
三
年
度
が
三
百
八
十
四
億
四
百
五
十
万
円
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

郵
便
は
、
郵
便
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
等
の
規
定
に
基
づ
き
郵
便
事
業
株
式
会
社
に
よ
り
全
国
あ
ま

ね
く
公
平
に
提
供
さ
れ
る
信
書
を
始
め
と
す
る
小
型
物
品
の
送
達
役
務
で
あ
る
が
、
ゆ
う
メ
ー
ル
は
、
貨
物
利
用
運
送
事
業

法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
及
び
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
同

社
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
物
品
の
送
達
役
務
の
う
ち
特
に
小
型
物
品
の
送
達
を
内
容
と
す
る
役
務
で
あ
り
、
郵
便
と
は
異
な
り

、
原
則
と
し
て
信
書
を
送
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
価
格
等
の
条
件
を
個
別
に
決
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ゆ
う

メ
ー
ル
の
取
扱
冊
数
が
増
加
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
同
社
か
ら
、
大
口
利
用
者
か
ら
の
引
受
け
が
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
以
外
の
利
用
者
に
対
す
る
営
業
活
動
を
強
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
具
体
的
内
容
」
と
し
て
は
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
、
保
有
外
国
債
券
の
残
高
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
要
因
」
と
し
て
は
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
は
、
資
金
利
益
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
聞
い

て
お
り
、
ま
た
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
ざ
や
」
が
改
善
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
要
因
」
と
し
て
は
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
は
、
定
期
性
預
金
の
残
高
が
引
き
続
き
減
少
し
て
い
る

一
方
で
流
動
性
預
金
の
残
高
が
増
加
し
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
ま
た
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
か
ら
は
、
郵

便
局
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
営
業
推
進
態
勢
を
強
化
し
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
今
後
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
両
社
か
ら
、
今
後
、
郵
便
局
株
式
会
社
と
の
連
携
強
化
等
に
よ
り
、
営
業
態
勢
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
収
益
向
上
の
た
め
の
施
策
と
新
規
顧
客
の
開
拓
に
努
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

三



御
指
摘
の
「
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て
は
、
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
全
国
の
郵
便
局
を
通
じ

、
郵
便
、
簡
易
な
貯
蓄
・
送
金
等
及
び
簡
易
に
利
用
で
き
る
生
命
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
本
位
の
簡
便
な
方
法
に
よ
り

一
体
的
に
か
つ
あ
ま
ね
く
全
国
に
お
い
て
公
平
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
を
下
支
え
す
る
た
め
の
新
規
業
務
へ
の
進
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上

及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
並
び
に
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

四


